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『
源
氏
物
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』
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緒
言 

狭
義
の
言
語
芸
術
作
品
の
研
究
が
学
で
あ
ろ
う
と
す
れ
ば
当
然
、
研
究
対
象
を
焦
点
化
す
る
必

要
性
が
あ
り
、
文
芸
を
芸
術
作
品
と
し
て
読
む
こ
と
は
も
と
よ
り
作
品
の
周
辺
の
知
識
を
要
求
し

な
い
と
い
う
意
味
で
も
な
い
。
典
拠
で
は
な
く
そ
の
時
代
の
緩
や
か
な
共
通
認
識
に
つ
い
て
解
釈

学
的
循
環
を
深
め
る
の
に
は
よ
り
多
く
の
資
料
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
史
実
を
根
拠
と
し
た

解
釈
に
は
史
料
の
採
用
の
妥
当
性
に
つ
い
て
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
芸
史
的
解
釈

に
即
応
す
る
論
拠
の
可
否
に
つ
い
て
の
具
体
例
を
以
下
で
は
検
討
し
た
い
。 

  

一 

古
代
天
皇
制
を
故
意
に
曖
昧
化
し
批
判
、
ま
た
擁
護
す
る
、
あ
る
い
は
「
王
者
性
」
に
陶
酔
す

る
〈
王
権
〉
と
い
う
概
念
語
は
「
王
権
」
と
「
皇
権
」
の
分
離
の
よ
う
に
混
乱
の
も
と
と
な
っ
て

き
た
の
で
あ
り
、
厳
密
さ
を
追
究
し
よ
う
と
せ
ず
に
「
便
利
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
使
用
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
。
天
皇
制
批
判
は
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
明
確
な
主
張
、
立
場
で
あ
る
は
ず
で

あ
り
、
批
判
な
ら
ば
な
お
さ
ら
「
天
皇
」
、
「
帝
（
御
門
）
」
の
よ
う
な
鍵
語
を
使
用
し
て
行
う
べ
き

で
あ
る
。
歴
史
性
を
曖
昧
に
し
た
文
化
人
類
学
的
『
源
氏
物
語
』
論

（
１
）

に
依
拠
す
る
こ
と
な
く
歴
史

的
文
脈
の
中
で
『
源
氏
物
語
』
を
論
じ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

高
木
和
子
『
源
氏
物
語
を
読

む
（
２
）

』
に
も
深
沢
三
千
男
が
自
身
で
「
常
識
水
準
の
も
の
で
し
か
な

い
」
と
断
り
書
き
す
る
概
念
で
あ
る
「
潜
在
王
権
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
光
君
は
「
帝
」
と

呼
ば
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
元
木
泰
雄
の
〈
王
権
〉
の
定
義
「
天
皇
の
権
威
・
権
力
を
意
味
す
る

用

語
（
３
）

」
に
合
致
し
な
い
。
あ
る
い
は
歴
史
学
と
文
学
で
〈
王
権
〉
の
定
義
は
齟
齬
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
高
木
の
著
書
で
は
「
王
権
」
、
あ
る
い
は
あ
え
て
「
帝
」
と
の
関
係
を
朧
化
す
る
、

概
念
規
定
の
曖
昧
な
「
（
「
実
在
の
天
皇
を
も
凌
駕
し
た
」
）
王
者
性
」
と
い
う
語
が
「
藤
裏
葉
」
巻

ま
で
に
集
中
し
、
「
若
菜
」
巻
以
降
、
ま
た
光
君
没
後
は
付
け
足
し
の
よ
う
に
「
失
わ
れ
た
王
権
の

回
収
劇
」
と
い
う
語
句
が
点
在
す
る
の
も
こ
れ
ま
で
の
〈
王
権
〉
論
と
同
様
で
あ
る
。
「
お
わ
り
に
」

に
よ
る
と
高
木
の
言
う
「
王
者
性
」
は
折
口
信
夫
、
鈴
木
日
出
男
の
〈
い
ろ
ご
の
み
〉
論
を
継
承

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
〈
王
権
〉
論
に
つ
い
て
の
私
見
研
究
史
は
「
光
君
の
呼
称
」・「
六
条
院
の

四
季
の

町
（
４
）

」
、
「
太
上
天
皇
に
な
ず
ら
ふ
る
御

位
（
５
）

」
で
述
べ
た
。
高
木
と
類
似
す
る
見
解
と
し
て
、

一
人
の
帝
の
生
涯
で
は
な
く
平
安
時
代
を
想
定
し
何
代
も
の
帝
の
登
場
す
る
、
し
か
も
制
度
が
揺

ら
い
で
い
る
わ
け
で
も
な
い
『
源
氏
物
語
』
の
文
脈
を
度
外
視
し
、「
王
権
の
繁
栄
と
衰
退
と
い
う

時
間
の
縦
軸
」
を
「
長
編
的
構
造
の
原
理
」
の
「
物
語
素
」
と
す

る
（
６
）

と
い
う
、
根
拠
の
提
示
の
な

い
作
品
把
握
が
あ
る
が
そ
れ
に
は
従
い
が
た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
私
見
は
高
木
が
「
お
わ
り
に
」

で
記
す
〈
王
権
〉
論
の
「
通
説
化
」
に
逆
行
す
る
見
解
で
あ
る
ら
し
い
。 

情
愛
と
神
秘
性
で
は
次
元
が
異
な
る
。
心
あ
る
論
者
な
ら
ば
古
代
天
皇
制
を
擁
護
、
あ
る
い
は

批
判
す
る
場
合
に
は
思
わ
せ
ぶ
り
な
〈
伝
統
〉
で
も
概
念
の
曖
昧
な
〈
王
権
〉
で
も
な
く
確
た
る

歴
史
的
根
拠
を
明
示
し
つ
つ
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
文
芸
は
本
来
的
に
虚
構
で
あ
る
ゆ
え
に
作

品
を
そ
の
よ
う
な
現
代
の
歴
史
認
識
の
議
論
に
引
き
寄
せ
る
の
に
は
違
和
感
を
抱
く
こ
と
も
多
い

は
ず
で
あ
る
。 

  

二 

〈
王
権
〉
論
の
根
拠
の
一
つ
、
益
田
勝
実
が
古
代
の
天
皇
の
特
徴
と
し
て
提
示
し
た
帝
と
剣
璽

と
の
一
体
の
関

係
（
７
）

に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
で
も
論
じ
た

（

８

）

（
も
ち
ろ
ん
『
小
右
記
』
『
北
山
抄
』

等
、
「
御
劔
璽
」
は
一
体
で
あ
る
。
）
。
院
政
期
の
『
長
秋
記
』
の
例
を
そ
の
変
質
と
し
て
挙
げ
る
益

田
の
説
に
反
し
て
、
帝
と
剣
璽
の
関
係
に
お
い
て
も
鼠
等
に
よ
る
剣
璽
の
汚
損
・
損
壊
は
摂
関
最

盛
期
以
前
に
管
見
で
は
二
例
確
認
で
き
る
。
同
時
に
「
帝
王
」
に
こ
だ
わ
る
と
後
述
す
る
三
后
で

一 

関 
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あ
る
太
皇
太
后
の
場
合
に
は
剣
璽
と
直
接
の
関
係
が
な
い
の
で
〈
王
権
〉
問
題
に
該
当
し
な
い
。 

昨
日
璽
御
筥
上
遺
鼠
矢 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
『
小
右
記
』
永
延
二
年
閏
五
月
二
十
七
日

（

９

）

） 
宝
劔
柄
方
乃
加
不
止
乃
固
乃
釘
乃
片
方
抜
落
了
（
中
略
）
予
即
退
出
申
金
吾
、
命
云
、
延
木

御
時
有
被
改
璽
御
筥
緒
事
、
頗
可
准
也
、
但
彼
覆
物
外
也 （

『
春
記
』
長
暦
三
年
十
一
月
四
日

（
１
０
）

） 

益
田
勝
実
の
論
の
も
う
一
つ
の
論
点
と
な
っ
て
き
た
「
桐
壺
」
巻
の
桐
壺
更
衣
の
宮
廷
退
出
の

一
節
を
引
用
す
る
。 

 

か
か
る
を
り
に
も
、
あ
る
ま
じ
き
恥
も
こ
そ
と
心
づ
か
ひ
し
て
、
皇
子
を
ば
と
ど
め
た
て
ま

つ
り
て
、
忍
び
て
ぞ
出
で
た
ま
ふ
。
限
り
あ
れ
ば
、
さ
の
み
も
え
と
ど
め
さ
せ
た
ま
は
ず
、

御
覧
じ
だ
に
送
ら
ぬ
お
ぼ
つ
か
な
さ
を
言
ふ
方
な
く
思
ほ
さ

る
（
１
１
）

。
（
傍
線
筆
者
） 

「
限
り
あ
れ
ば
」
の
解
釈
が
こ
こ
で
の
争
点
で
あ
る
が
、
確
か
に
内
裏
で
の
死
穢
は
一
般
に
禁

忌
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て
太
皇
太
后
穏
子
が
宮
中
昭
陽
舎
（
梨
壺
）
で
崩
じ
た
こ
と
は
逸

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。『
扶
桑
略
記
』
に
は
「
天
暦
八
年
甲
寅
正
月
四
日
。
太
皇
太
后
藤
原
穏
子

於
昭
陽
舎
崩
。
年
七
十
焉

（
１
２
）

。
」
と
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
『
西
宮
記
』
、
『
大
鏡
』
「
裏
書
」
、
『
扶
桑

略
記
』
に
は
批
判
、
あ
る
い
は
非
難
の
よ
う
な
言
及
は
何
も
な
い
。
藤
井
貞
和
「
光
源
氏
物
語
の

端
緒
の
成

立
（
１
３
）

」
が
著
書
の
「
ま
え
が
き
」
で
深
沢
三
千
男
を
意
識
し
つ
つ
援
用
す
る
益
田
勝
実

前
掲
論
文
に
よ
る
と
上
述
の
『
源
氏
物
語
』
の
引
用
に
関
連
し
て
「
古
代
の
宮
廷
は
、
帝
王
以
外

の
者
が
そ
こ
で
死
ぬ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
死
の
穢
れ
が
神
聖
な
宮
廷
に
か
か
る
か
ら
で
あ
る
。

后
妃
と
い
え
ど
も
、
臨
終
に
は
里
邸
へ
下
が
っ
て
死
ぬ
の
が
さ
だ
め
で
あ
っ
た
。
」
と
い
う
が
、
『
源

氏
物
語
』
執
筆
と
同
時
代
の
一
条
帝
が
法
皇
と
な
っ
て
剣
璽
が
運
び
去
ら
れ
内
裏
で
は
な
く
な
っ

た
一
条
院
で
亡
く
な
っ
て
い
る

（
１
４
）

の
と
は
異
な
り
、
内
裏
で
崩
じ
た
太
皇
太
后
穏
子
の
例
は
益
田
の

見
解
と
齟
齬
す
る
。
『
源
氏
物
語
』
を
解
釈
す
る
場
合
に
は
ま
ず
は
院
政
期
以
後
の
資
料
よ
り
も

『
源
氏
物
語
』
前
後
の
『
西
宮
記
』
巻
十
二
（
裏
書

（
１
５
）

）
の
よ
う
な
資
料
を
優
先
す
べ
き
で
あ
ろ
う

（
１
６
）

。 

村
上
天
皇
中
宮
安
子
は
『
日
本
紀
略
』
康
保
元
年
四
月
二
十
九
日
の
条
に
は
「
中
宮
藤
原
安
子

崩
于
主
殿
寮

（
１
７
）

」
と
、
か
ろ
う
じ
て
内
裏
で
は
な
く
主
殿
寮
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
の

直
前
『
日
本
紀
略
』
十
六
日
の
条
に
は
「
今
日
。
内
裏
有
犬
死
穢
。
」
と
あ
り
、
安
子
の
崩
後
の
康

保
元
年
九
月
十
一
日
の
条
に
も
「
内
裏
自
昨
日
有
犬
死
穢
。
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
の
で
内
裏
で
は

常
態
化
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。『
日
本
紀
略
』
長
保
二
年
九
月
二
十
一
日
の
条
に
は
「
承
香
殿
築

垣
上
置
死
小
児
。
依
五
躰
不
具
。
為
七
日
穢
。
」
と
い
う
事
件
も
あ
る
。
こ
う
し
た
「
穢
」
に
煩
わ

さ
れ
る
記
述
は
『
御
堂
関
白
記
』
で
も
同
様
で
あ
る
。
後
述
す
る
が
、
益
田
勝
実
が
言
及
す
る
『
古

事
談
』
の
白
河
帝
の
場
合
、
触
穢
が
物
理
的
に
ど
の
範
囲
に
な
る
の
か
先
述
の
『
権
記
』
の
一
条

院
の
例
を
含
め
て
改
め
て
考
察
を
要
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
記
録
に
記
さ
れ
る
限
り
そ

れ
ら
は
「
穢
」
に
相
当
す
る
と
い
う
判
断
が
は
た
ら
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
中
宮
安
子
の
崩
（
こ

の
例
が
「
穢
」
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
『
日
本
紀
略
』
康
保
元
年
六
月
十
日
の
条
の
「
御

躰
御
卜
延
引
。
皇
后
崩
後
穢
限
之
故
也
。
」
に
拠
る
。
「
皇
后
崩
後
」
は
康
保
へ
の
改
元
後
、
七
月

三
十
日
の
条
に
も
同
語
句
が
あ
り
、「
延
引
」
は
「
皇
后
崩
後
、
穢
限
之
故
也
。
」
と
読
め
る
。
）
は

お
く
と
し
て
も
、
内
裏
で
の
死
穢
は
例
外
が
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
の
が
実
情
で
あ
ろ

う
（
『
扶
桑
略
記
』
、
『
大
鏡
』
「
裏
書
」
、
『
今
鏡
』
）
。
禁
忌
が
厳
然
た
る
非
情
の
定
め
と
い
う
わ
け

に
は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
。（
ち
な
み
に
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
七
年
十
一
月
の
条
に
は
「
十
日

癸
酉
。
散
位
従
五
位
下
源
朝
臣
蔭
之
男
益
侍
殿
上
。
猝
然
被
格
殺
。
禁
省
事
秘
。
外
人
無
知
焉
。

（
中
略
）
十
三
日
丙
子
。
停
大
原
野
祭
。
自
此
以
後
。
祭
祀
皆
悉
停
止
。
以
内
裏
人
死
也
。
十
六

日
己
夘
。
停
新
嘗
祭
。
於
建
礼
門
前
。
修
大
祓
。
以
内
裏
人
死
。
諸
祀
停
廃
也

（
１
８
）

。
」
と
あ
り
、「
穢
」

と
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
「
格
殺
」
に
よ
る
「
内
裏
人
死
」
の
結
果
、
祭
祀
等
は
停
止
と
な
っ
た
。
）

上
述
の
例
を
す
べ
て
例
外
と
し
て
考
慮
の
外
に
置
く
の
で
は
根
拠
の
基
準
が
不
明
確
に
な
っ
て
し

ま
う
。
少
な
く
と
も
後
述
の
『
今
鏡
』
は
穏
子
に
つ
い
て
例
外
扱
い
は
し
て
い
な
い
。 

『
栄
花
物
語
』
は
後
述
す
る
『
村
上
天
皇
御
記
』
と
異
な
り
、
安
子
が
「
里
に
出
で
さ
せ
た
ま

ふ
を
（
帝
は
）
「
な
ほ
な
ほ
か
く
て
」
と
申
さ
せ
た
ま
へ
ど
、
「
そ
れ
も
恐
ろ
し
き
こ
と
な
り
」
と

て
出
で
さ
せ
た
ま
ひ
て

（
１
９
）

」
と
「
里
」
に
退
出
し
、
ま
た
安
子
崩
と
選
子
誕
生
を
同
日
の
こ
と
と
す

る
こ
と
で
一
連
の
出
来
事
を
、
史
実
を
改
変
し
つ
つ
『
源
氏
物
語
』
風
に
悲
恋
と
し
て
描
き
出
す

（
『
栄
花
物
語
』
の
作
者
の
一
人
を
赤
染
衛
門
と
考
え
る
と
し
て
、
彰
子
文
化
圏
で
は
紫
式
部
と
赤

染
衛
門
共
通
の
社
会
通
念
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
）
。
安
子
の
例
に
倣
っ
て
『
栄
花
物
語
』
が

『
源
氏
物
語
』
に
類
似
し
て
い
る
と
す
る
こ
こ
で
の
注
釈
と
同
時
に
、
道
命
法
師
の
和
歌 

『 
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別
れ
路
は
こ
れ
や
限
り
の
旅
な
ら
ん
さ
ら
に
い
く
べ
き
心
地
こ
そ
せ
ね 

（
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
九 

離
別
歌 

『
道
命
阿
闍
梨
集
』
も
同
じ

（
２
０
）

。
） 

が
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
更
衣
の
和
歌
と
重
な
る

（
２
１
）

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。「
限
り
」
は
安
子
の
崩
に
つ

い
て
記
す
『
村
上
天
皇
御
記

（
２
２
）

』
康
保
元
年
四
月
二
十
一
日
の
条
の
「
夫
栄
耀
無
常
。
運
命
有
限
。

何
處
避
之
。
誰
人
永
存
。
」
（
傍
線
筆
者
）
か
ら
す
れ
ば
必
要
以
上
に
禁
忌
を
「
絶
対
」
視
す
べ
き

で
は
な
い
。
そ
の
方
が
益
田
勝
実
論
文
の
注
で
取
り
上
げ
る
「
あ
る
ま
じ
き
恥
」
、
「
限
り
あ
ら
む

道
」
に
つ
い
て
の
山
岸
徳
平
説
、
玉
上
琢
彌
説
と
も
符
合
す
る
は
ず
で
あ
る
。
益
田
は
『
松
浦
宮

物
語
』
、
正
倉
院
古
文
書
、
『
金
葉
和
歌
集
』
の
「
限
り
」
の
例
は
挙
げ
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
に
よ

り
時
代
が
接
近
す
る
道
命
の
和
歌
と
御
記
の
二
例
を
挙
げ
て
い
な
い
。 

『
大
鏡
』
「
圓
融
院
」
の
条
に
は
安
子
崩
の
記
事
の
そ
ば
に
「
御
す
く
せ
」
と
い
う
語
が
あ
る
が
、

「
宿
世
」
よ
り
仏
教
色
の
少
な
い
「
運
命
」
（
『
村
上
天
皇
御
記
』
）
と
い
う
認
識
も
悲
恋
（
「
御
な

げ
き
こ
そ
、
い
と
か
な
し
く
う
け
た
ま
は
り
し
か
。
村
上
御
日
記
御
覧
じ
た
る
人
も
お
は
し
ま
す

ら
ん
。
」
）
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
悲
恋
は
あ
く
ま
で
も
非
情
な
掟
と
の
相
克
と
い
う
よ
り

も
物
語
の
帝
の
運
命
、
わ
り
な
い
情
愛
の
結
末
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
し
て
や
そ

れ
を
歴
史
的
意
味
で
の
天
皇
の
「
神
秘
性
」
と
接
合
さ
せ
て
安
易
に
「
天
皇
制
」
論
（
あ
る
い
は

〈
王
権
〉
論
）
の
根
拠
に
用
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
益
田
勝
実
の
述
べ
る
「
神
秘

性
」
と
い
う
把
握
自
体
が
非
分
析
的
で
あ
り
、
益
田
が
究
明
す
る
は
ず
だ
っ
た
歴
史
的
対
象
の
内

実
を
そ
の
意
図
と
は
裏
腹
に
隠
蔽
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
帝
と
天
人
相
関

説
・
災
異
説
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
す
で
に
注
（
８
）
論
文
で
指
摘
し
た
。 

〈
王
権
〉
の
変
質
に
つ
い
て
、
古
瀬
奈
津
子
は
藤
原
道
長
の
〈
王
権
〉
的
地
位
へ
の
接
近
を
『
小

右
記
』
寛
仁
二
年
六
月
二
十
日
の
条
の
「
當
時
大
閤
徳
如
帝
王
」
、
治
安
二
年
五
月
二
十
六
日
「
相

迎
於
門
如
行
寺
（
幸
ヵ
）
、
天
似
有
二
日
云
々

（
２
３
）

」
か
ら
西
暦
１
０
１
８
年
、
あ
る
い
は
１
０
２
２
年

と
推
測
す
る

（
２
４
）

。
虚
構
の
物
語
が
現
実
を
追
い
越
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
慎
重
に
扱
う

必
要
は
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、
問
題
が
帝
と
し
て
の
あ
り
方
に
即
し
て
い
る
限
り
で
の
こ

と
で
あ
る
。
表
現
が
「
帝
王
」
「
日
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
単
な
る
華
美
、
追
従
の
事
例
を
挙
げ
て
帝

と
同
列
と
す
る
の
は
首
肯
で
き
な
い
。
『
小
右
記
』
の
有
職
に
優
れ
た
資
料
と
し
て
の
性
格
の
一
方

で
、
実
資
自
身
の
口
汚
い
性
癖
（
例
え
ば
治
安
三
年
四
月
十
七
日
の
条
に
「
然
可
謂
世
之
狂
乱
」

と
あ
る
。
）
、
記
述
の
姿
勢
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
同
時
に
『
源
氏
物
語
』
「
桐
壺
」

巻
よ
り
も
遅
れ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
栄
花
物
語
』
に
は
「
桐
壺
」
巻
執
筆
時
に
は
な
か
っ

た
こ
う
し
た
史
実
も
参
照
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
の
成
立
の
時
間
差
し
か
な
い
『
栄

花
物
語
』
か
ら
し
て
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
『
古
事
談
』
の
記
事
も
ま
た
過
大
評
価
す
る
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
。
『
古
事
談

（
２
５
）

』
第
二 

臣
節
五
十
三
「
中
宮
賢
子
、
禁
裏
に
薨
ず
る
事
」
の
条
に
は
白

河
帝
・
中
宮
賢
子
の
逸
話
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

賢
子
中
宮
は
、
寵
愛
他
に
異
な
る
故
、
禁
裏
に
於
い
て
薨
じ
給
ふ
な
り
。
御
悩
危
急
た
り
と

い
へ
ど
も
、
退
出
を
許
さ
れ
ざ
る
な
り
。
閉
眼
の
時
、
な
ほ
御
屍
を
抱
き
、
起
ち
避
ら
し
め

給
は
ず
、
と
云
々
。
時
に
俊
明
卿
、
参
入
し
て
申
し
て
い
は
く
「
帝
者
葬
遭
の
例
、
未
曾
有

に
候
ふ
。
早
く
行
幸
あ
る
べ
し
」
と
云
々
。
仰
せ
て
い
は
く
「
例
は
こ
れ
よ
り
こ
そ
始
ま
ら

め
」
と
云
々
。 

同
時
に
こ
の
条
へ
の
注
釈
は
こ
の
逸
話
に
関
連
し
『
今
鏡
』
の
穏
子
崩
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る

（
２
６
）

。

同
じ
逸
話
を
め
ぐ
っ
て
『
古
事
談
』
と
異
な
り
『
今
鏡
』
は
明
確
に
太
皇
太
后
穏
子
の
例
を
賢
子

の
先
例
と
し
て
意
識
し
て
い
る
。 

応
徳
元
年
九
月
二
十
三
日
、
三
条
内
裏
に
て
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
に
き
。
御
年
二
十
八
と
ぞ
聞

え
給
ひ
し
。
村
上
の
御
母
、
梨
壺
に
て
失
せ
給
ひ
て
後
、
内
に
て
后
か
く
れ
給
ふ
事
、
こ
れ

ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
。
二
十
四
日
に
、
備
後
守
経
成
の
主
の
四
条
高
倉
の
家
に
渡
し
た
て
ま

つ
り
て
、
神
無
月
の
一
日
ぞ
、
鳥
部
野
に
お
く
り
た
て
ま
つ
り
、
煙
と
の
ぼ
り
給
ひ
に
し
。

悲
し
さ
た
と
う
べ
き
方
な
し
。（
中
略
）
白
河
の
帝
は
位
の
御
時
な
れ
ば
、
廃
朝
と
て
三
日
は

昼
の
御
座
の
御
簾
も
お
ろ
さ
れ
、
世
の
政
も
な
く
、
嘆
か
せ
給
ふ
こ
と
、
唐
国
の
李
夫
人
、

楊
貴
妃
な
ど
の
た
ぐ
ひ
に
な
む
聞
え
侍
り
し
。
（
中
略
）
比
叡
の
山
の
麓
に
、
円
徳
院
と
聞
ゆ

る
御
堂
の
御
願
文
に
、
匡
房
中
納
言
の
、
「
七
夕
の
深
き
契
り
に
よ
り
て
、
驪
山
の
雲
に
悵
望

す
る
こ
と
勿
れ
」
と
こ
そ
書
き
て
侍
る
な
れ
。
（
「
す
べ
ら
ぎ
の
中
」
第
二

（
２
７
）

）
（
傍
線
筆
者
） 

一
方
で
『
源
氏
物
語
』
を
も
意
識
し
、
李
夫
人
、
楊
貴
妃
へ
の
言
及
を
は
じ
め
と
す
る
「
長
恨

歌
」
の
影
響
も
窺
え
る
。
『
今
鏡
』
の
語
り
手
は
『
古
事
談
』
の
よ
う
な
男
性
で
は
な
く
老
嫗
と
い

う
設
定
で
あ
る
点
も
『
古
事
談
』
よ
り
も
『
源
氏
物
語
』
と
重
な
る
。
白
河
帝
と
中
宮
賢
子
と
の

関
係
は
『
源
氏
物
語
』
に
な
ず
ら
え
ら
れ
、
な
お
穏
子
宮
中
死
去
の
先
例
を
も
記
す
の
で
あ
る
。
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白
河
帝
の
激
情
も
『
古
事
談
』
同
様
ふ
ま
え
て
は
い
る
が
、『
今
鏡
』
も
『
栄
花
物
語
』
安
子
の
条

同
様
、
情
愛
と
禁
忌
と
の
相
克
と
い
う
文
脈
を
強
調
し
て
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。 

  

結
語 

『
源
氏
物
語
』
桐
壺
更
衣
の
死
に
際
し
て
の
服
喪
に
よ
る
光
君
の
宮
廷
退
出
の
先
例
に
つ
い
て

は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、『
源
氏
物
語
』
の
「
限
り
」
の
解
釈
に
は
三
后
で
も
な
く
「
更
衣
」
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
『
源
氏
物
語
』
の
禁
忌
を
特
別
視
す
る
こ
と
な
く
、
史
実
を
重
視
す
る

前
掲
の
諸
書
が
太
皇
太
后
穏
子
を
非
難
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
よ
り
後
の
歴
史
物
語
で
あ
る
『
栄

花
物
語
』
、『
大
鏡
』
、『
今
鏡
』
を
も
勘
案
し
、『
村
上
天
皇
御
記
』
に
お
け
る
帝
の
安
子
へ
の
寵
愛

（
「
栄
耀
」
）
の
末
の
悲
恋
、
不
可
避
の
「
運
命
」
の
認
識
を
も
見
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
で
き
ご

と
の
こ
こ
ろ
を
語
る
物
語
」
（
益
田
勝
実
前
掲
論
文
）
は
必
ず
し
も
内
裏
の
禁
忌
の
反
人
道
的
な
非

情
さ
を
強
調
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。 

 

注 

 

（
１
）
深
沢
三
千
男
「
光
源
氏
の
運
命
」
『
源
氏
物
語
の
形
成
』
桜
楓
社 

昭
和
４
７
・
９ 

な

お
、
深
沢
の
先
蹤
と
し
て
「
王
権
」
、
「
文
化
英
雄
」
に
言
及
す
る
山
口
昌
男
（
日
向
一

雅
「
源
氏
物
語
の
王
権
」
源
氏
物
語
講
座
１
『
源
氏
物
語
と
は
何
か
』
勉
誠
社 

平
成

３
・
１
０
）
は
「
ス
サ
ノ
オ
＝
ア
マ
テ
ラ
ス
」
に
関
わ
り
あ
え
て
「
普
遍
的
な
民
俗
的

想
像
力
の
世
界
」（
山
口
昌
男
『
ア
フ
リ
カ
の
神
話
的
世
界
』
岩
波
新
書 

昭
和
４
６
・

１
）
の
こ
と
と
し
な
が
ら
、
一
方
で
「
天
皇
制
の
あ
な
ど
り
難
い
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
と

も
言
及
し
て
い
る
（
山
口
昌
男
『
文
化
と
両
義
性
』
岩
波
書
店 

昭
和
５
０
・
５
）
。
合

わ
せ
て
山
口
が
止
揚
し
よ
う
と
し
て
い
る
Ｃ
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
意
識
す
る
「
歴

史
と
構
造
」
と
い
う
「
対
立
概
念
」
に
つ
い
て
は
、
構
造
主
義
が
依
拠
す
る
ソ
シ
ュ
ー

ル
言
語
学
に
遡
っ
て
Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ
が
「
構
造
的
歴
史
」
と
い
う
把
握
で
言
語
の
「
通

時
態
」
と
「
共
時
態
」
の
二
律
背
反
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
（
Ｅ
・
コ
セ
リ
ウ 

下

宮
忠
雄
訳
・
解
説
『
一
般
言
語
学
入
門
』
第
２
版 

三
修
社 

平
成
１
５
・
１
０ 

同 

田
中
克
彦
訳
『
言
語
変
化
と
い
う
問
題
―
―
共
時
態
、
通
時
態
、
歴
史
―
―
』
岩
波
書

店 

平
成
２
６
・
１
１
）
。 

 

（
２
）
高
木
和
子
『
源
氏
物
語
を
読
む
』
岩
波
新
書 

令
和
３
・
６ 

 

（
３
）
元
木
泰
雄
「
源
氏
物
語
と
王
権
」
瀧
浪
貞
子
『
源
氏
物
語
を
読
む
』
吉
川
弘
文
館 

平

成
２
０
・
７ 

 

（
４
）
渡
辺
仁
史
「
光
君
の
呼
称
」
、「
六
条
院
の
四
季
の
町
」『
平
安
文
芸
史
攷
』
新
典
社 

平

成
１
３
・
５ 

荒
木
浩
『
古
典
の
中
の
地
球
儀
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版 

令
和
４
・
３ 

は
『
源

氏
物
語
』
「
初
音
」
巻
の
「
生
け
る
仏
の
御
国
」
の
解
釈
を
タ
イ
ラ
ー
訳
「th

e lan
d

 o
f a 

liv
in

g
 b

u
d

d
h

a

」
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
『
花
鳥
餘
情
』
に
は
「
生
仏
国
は
極
楽
浄
土
を

い
ふ
な
り
」
と
あ
り
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
は
「
こ
の
世

の
極
楽
浄
土
」
、
岩
波
文
庫
も
「
こ
の
世
に
現
出
し
た
極
楽
浄
土
」
と
訳
す
る
。
「
生
け

る
仏
の
御
国
」
は
「
生
け
る
仏
」
と
し
て
の
光
君
の
国
で
は
な
く
「
生
け
る
世
」
（
「
須

磨
」
巻
、
「
夕
霧
」
巻
）
、「
仏
の
国
」
（
「
匂
兵
部
卿
」
巻
）
、「
生
き
て
の
仏
の
国
」（
『
枕

草
子
』
）
等
の
用
例
か
ら
「
生
け
る
」
「
仏
の
御
国
」（
仏
国
土
）
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
と
拙
稿
で
述
べ
た
。
ウ
ェ
イ
リ
ー
訳
「a H

eav
en

 u
p

o
n

 earth

」
、
サ
イ
デ
ン
ス
テ

ッ
カ
ー
訳
も
「p

arad
ise h

ad
 co

m
e d

o
w

n
 to

 earth

」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
「
生
仏
」
は

「
衆
生
と
仏
と
の
併
称
」
（
『
岩
波
仏
教
辞
典
』
）
と
さ
れ
る
。
な
お
「
春
秋
冬
夏
」
の

用
例
は
管
見
で
は
『
源
氏
物
語
』
成
立
当
時
、
貴
族
社
会
で
流
布
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
『
荘
子
』
、
『
礼
記
』
、
『
無
量
寿
経
』
、
『
往
生
要
集
』
に
見
ら
れ
る
の
で
特
異
な
わ
け

で
は
な
い
。
仏
教
的
に
四
季
の
右
旋
の
配
列
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
春
と
秋
、
冬
と
夏

の
対
比
で
も
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
海
龍
王
経
』
と
遣
唐
使
の
渡
海
と
の
密
接
な
関
係
は

『
続
日
本
後
紀
』
承
和
五
、
六
年
の
記
事
に
も
見
え
る
が
六
条
院
と
の
関
係
は
不
詳
で

あ
る
。 

 

（
５
）
渡
辺
仁
史
「
太
上
天
皇
に
な
ず
ら
ふ
る
御
位
」
『
文
芸
史
の
可
能
性
―
―
平
安
文
芸
史

新
攷
―
―
』
新
典
社 

平
成
２
４
・
８ 

 

（
６
）
菊
田
茂
男
「
源
氏
物
語
作
者
紫
式
部
論
は
い
か
に
可
能
か 

複
式
構
造
の
意
味
す
る

も
の
」
『
国
文
学
』
學
燈
社 

昭
和
５
７
・
１
０ 

 

（
７
）
益
田
勝
実
「
日
知
り
の
裔
の
物
語
―
―
『
源
氏
物
語
』
の
発
端
の
構
造
―
―
」
『
火
山

列
島
の
思
想
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫 

平
成
５
・
１ 

 

（
８
）
渡
辺
仁
史
「
帝
の
意
識
と
そ
の
周
辺
」
『
平
安
文
芸
史
攷
』
新
典
社 

平
成
１
３
・
５ 

 
（
９
）
大
日
本
古
記
録
『
小
右
記
』
一 

岩
波
書
店 

昭
３
４
・
３ 

（
１
０
）
増
補
史
料
大
成
『
春
記
』
臨
川
書
店 

昭
４
０
・
９ 

 

（
１
１
）
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳 

新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
『
源
氏
物
語
』
一 

小
学
館 

平
成
６
・
３ 

な
お
頭
注
、
並
び
に
付
録
は
『
続

日
本
後
紀
』
の
藤
原
澤
子
の
条
か
ら
『
源
氏
物
語
』
桐
壺
更
衣
宮
廷
退
出
へ
の
影
響
が

あ
る
と
指
摘
す
る
。 

『 

源 

氏 

物 

語 

』 

桐 

壺 

更 

衣 

の 

死 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四 
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（
１
２
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
扶
桑
略
記
』
吉
川
弘
文
館 

平
成
１
１
・
８ 

『
大
鏡
』

「
裏
書
」
も
同
じ
。 

 
（
１
３
）
藤
井
貞
和
「
光
源
氏
物
語
の
端
緒
の
成
立
」『
源
氏
物
語
の
始
原
と
現
在
』
岩
波
現

代
文
庫 

平
成
２
２
・
２ 

 

（
１
４
）
『
権
記
』
寛
弘
八
年
六
月
二
十
二
日
の
条
に
は
「
触
穢
」
の
語
が
見
え
る
。
増
補
資

料
大
成
『
権
記
』
二 

臨
川
書
店 

昭
和
４
０
・
９ 

 

（
１
５
）
新
訂
増
補
故
実
叢
書
『
西
宮
記
』
第
二 

明
治
図
書
出
版 

昭
和
３
０
・
１
２ 

 

（
１
６
）
藤
木
邦
彦
「
藤
原
穏
子
と
そ
の
時
代
」
『
東
大
教
養
学
部
人
文
科
学
紀
要
』
３
３
号 

昭
和
３
９
・
７ 

に
穏
子
の
経
歴
に
つ
い
て
の
具
体
的
指
摘
が
あ
る
。
論
文
は
林
陸
朗

編
『
平
安
王
朝
』
有
精
堂 
昭
和
５
１
・
６ 

所
収
に
拠
っ
た
。
な
お
、『
続
日
本
後
紀
』

の
藤
原
澤
子
の
国
忌
と
穏
子
の
国
忌
と
の
関
連
も
確
認
で
き
る
。 

（
１
７
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
紀
略
』
後
篇 

吉
川
弘
文
館 

昭
和
５
３
・
１
２ 

（
１
８
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
日
本
三
代
実
録
』
後
篇 

吉
川
弘
文
館 

昭
和
４
９
・
１ 

 
 

 

 
 

０ 

（
１
９
）
山
中
裕
・
秋
山
虔
・
池
田
尚
隆
・
福
長
進
校
注
・
訳 

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
栄
花
物
語
』
巻
第
一
「
月
の
宴
」
小
学
館 

平
成
７
・
８ 

 

（
２
０
）
久
保
田
淳
訳
注
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
上
）
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫 

平
成
１
９
・
３ 

 

（
２
１
）
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳 

新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
『
源
氏
物
語
』
一 

小
学
館 

平
成
６
・
３ 

頭
注
の
指
摘
に
拠
る
。 

 

（
２
２
）
増
補
資
料
大
成
『
歴
代
宸
記
』
臨
川
書
店 

昭
和
４
０
・
９ 
『
大
鏡
』
「
裏
書
」

も
同
じ
。
な
お
大
江
匡
房
撰
『
続
本
朝
往
生
伝
』
「
一
条
天
皇
」
（
井
上
光
貞
・
大
曽
根

章
介
校
注 

日
本
思
想
大
系
『
往
生
伝 

法
華
験
記
』
岩
波
書
店 

昭
和
４
９
・
９
）

に
慶
円
か
ら
院
源
へ
の
言
葉
と
し
て
「
聖
運
有
限
」
と
あ
る
。 

 

（
２
３
）
大
日
本
古
記
録
『
小
右
記
』
五
、
六 

岩
波
書
店 

昭
和
４
４
・
８
、
昭
和
４
６
・ 

 
 

 

 
 

 

７ 

 

（
２
４
）
古
瀬
奈
津
子
『
摂
関
政
治
』
岩
波
新
書 

平
成
２
３
・
１
２ 

 

（
２
５
）
伊
東
玉
美
校
訂
・
訳
『
古
事
談
』
（
上
）
ち
く
ま
学
芸
文
庫 

令
和
３
・
５ 

（
２
６
）
川
端
善
明
・
荒
木
浩
校
注 

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
談 

続
古
事
談
』
岩

波
書
店 

平
成
１
７
・
１
１ 

に
も
（
２
５
）
注
に
先
行
し
て
『
今
鏡
』
に
つ
い
て
の

指
摘
が
あ
る
。 

（
２
７
）
竹
花
績
『
今
鏡
』
（
上
）
講
談
社 

昭
和
５
９
・
３ 

海
野
泰
男
『
今
鏡
全
釈
』
（
上
）

福
武
書
店 

昭
和
５
７
・
３ 

は
そ
れ
に
先
行
し
て
同
じ
指
摘
を
し
て
い
る
。 

 

（
二
〇
二
二
年
九
月
二
十
八
日
受
理
） 

一 

関 

高 

専 

研 

究 

紀 

要 
 

 

第 

五 

七 

号 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五 


